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2010年3月期 決算概観（連結）

2010年3月期 連結業績（実績）

【売上】 国内新医薬品における主要製品が好調に推移し、後発医薬品の売上も増加した結果、売上高は998億円(前年同期比9.8%増)となり、

過去最高の売上高を達成しました。過去最高の売上高を達成しました。

【利益】 日清キョーリン製薬（株）の統合により販売費及び一般管理費が増加しましたが、売上増加及び売上原価率の改善により売上総利益が

大幅に増加し、営業利益は133億円(前年同期比48.1%増)、 当期純利益は88億円(前年同期比334.3%増)と、 過去最高益を達成しました。

2011年3月期 連結業績（予想）2011年3月期 連結業績（予想）

【売上】 薬価改定の影響、連結子会社の決算期変更による影響などがあるものの、国内新医薬品における主要製品の伸長により吸収し、売上高
は1,003億円（前年比0.5%増)と増収を見込みます。

【利益】 研究開発費の増加等が予想されるものの、売上増加、売上原価率の低減により、売上総利益の増加を見込み、その結果、
営業利益127億円（前年比4.2%減）、当期純利益85億円（前年比3.9%減）と、ほぼ横ばいとなる見込みです。

単位：
（百万円）

07年3月期 08年3月期 09年3月期 10年3月期 前年比
11年3月期

（予想）
前年比

売上高 77,093 81,070 90,889 99,764 9.8％ 100,300 0.5％

営業利益 8,413 6,251 8,952 13,261 48.1％ 12,700 ▲4.2％

経常利益 8,655 6,643 9,208 14,234 54.6％ 13,400 ▲5.9％

当期純利益 4,842 2,189 2,037 8,848 334.3％ 8,500 ▲3.9％

EPS 64.97円 29.26円 27.24円 118.37円 334.5％ 113.72円 ▲3.9％

総資産 124,039 122,398 124,552 137,190 10.2％ － －

純資産 98,178 97,184 96,501 104,911 8.7％ － －
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2010年3月期 業績のポイント

ポイント①
（億円）

営業利益90億円から133億円へ43億円増加 ・営業利益率は13.3%と3.5ポイント上昇

ポイント①
売上は89億円増加
（キプレス、ペンタサ、ウリトス等）

ポイント③
R&D費を除く販管費率は

ポイント②
原価率は2.9ポイント低下

・ペンタサ自社製造、ウリトス売上増加等

0.8ポイント低下
・日清キョーリン製薬統合等により
R&D費を除く販管費は増加

・売上の増加により、R＆D費を除く
販管費率は0 8ポイント低下販管費率は0.8ポイント低下

２



2010年3月期 業績の状況（連結）
前年同期比

■ 売 上 高 998億円 (+89)
●国内新医薬品 798億円 (+79)

09.3実績 10.3実績
キプレス 252 292 ( 40)

09年3月期

（実績）

10年3月期

（実績）

前年

同期比

単位：億円

・キプレス 252 → 292 (+40)
・ペンタサ 157 → 194 (+37)
・ウリトス 20 → 37 (+17)
・ムコダイン 206 → 209 (+3)
＊その他 ラピッドテスタの売上増加等

実績 実績 期

売上高
合計

909 998 +89

●海外新医薬品 26億円 (▲12)
・ｶﾞﾁﾌﾛｷｻｼﾝ 25 → 22 (▲3)
・ＡｃｔｉｖＸの売上減少等

●後発医薬品 86億円 (+23)
・追補品/重点商品による売上増加、決算期の変更（連結対象期間；14ヶ月）

◆新医薬品 757 824 +67
国内 719 798 +79
海外 38 26 ▲12 追補品/重点商品による売上増加、決算期の変更（連結対象期間；14ヶ月）

●ヘルスケア 72億円 (▲5)
・ミルトン 18 → 19 (+1)
・ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ社 41 → 33 (▲8)
＊ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ社は決算変更の影響（前年の連結対象期間；14ヶ月）

●その他 16億円 (+ 4)

海外 38 26 ▲12
◆後発医薬品 63 86 +23
◆ﾍﾙｽｹｱ 77 72 ▲5 ●その他 16億円 (+ 4)

◆原 価 率：前年比 2.9ポイント低下 (40.5%→37.6%)
低下要因：ペンタサ自社製造、ウリトスの売上増加等に伴い低下

◆研究開発費率：前年比 0.2ポイント増加(11.6%→11.8%)
研究開発費：105億円→118億円（約13億円増加) 増加要因：日清キョーリン製薬の統合

77 72 ▲5
◆その他 12 16 +4
営業利益 90 133 +43 )

◆販管費率(除くR＆D費)：前年比 0.8ポイント低下(38.1%→37.3%) 
販管費(除R＆D費)：346億円→372億円（約26億円増加)
日清キョーリン製薬の統合による影響などにより販管費（除くR&D費）は増加

したものの、売上増加により販管費率（除くR&D費）は0.8ポイント低下

■ 営業利益 133億円 (+43)

経常利益 92 142 +50
当期純利益 20 88 +68

■ 営業利益 133億円 (+43)
＊営業利益率は13.3%と3.5ポイント上昇

■ 当期純利益 88億円 (+68)
■ 配当 50円00銭（配当性向42.2%） ３



主な子会社の業績と予想

杏林製薬 ２００９年３月期 ２０１０年３月期 ２０１１年３月期（予想）

単位：億円

売上高 ７８０ ８５３ ８７３

営業利益 ８５ １３１ １２３

当期純利益 ４０ ９５ ８４

キョーリン リメディオ ２００９年１月期 ２０１０年３月期※２ ２０１１年３月期（予想）

売上高 ７４ １０１ ８９

営業利益 ▲４ ４ ２営業利益 ▲４ ４ ２

当期純利益 ▲６ ４ １

ドクタープログラム ２００９年３月期※１ ２０１０年３月期 ２０１１年３月期（予想）

売上高 ４１ ３３ ３７

営業利益 １ ▲１ ２

当期純利益 １ ▲１ ２

※１：ドクタープログラムの２００９年３月期業績は決算期変更に伴い１４ヶ月分を計上
※２：キョーリン リメディオの２０１０年３月期業績は決算期変更に伴い１４ヶ月分を計上※２：キョ リン リメディオの２０１０年３月期業績は決算期変更に伴い１４ヶ月分を計上

４



開発品一覧①（2010年5月11日現在）

開発段階 製品名・
開発コード

薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

ＰｈⅡ～申請中 ※：前回（2010年3月期第3四半期）からの変更点を示す

PhⅢ
(09年12月)

ペンタサ錠 潰瘍性大腸炎 フェリング
社

寛解期潰瘍性大腸炎を対象とした新用法用量
（1日1回投与）

PhⅡ エーザイ：PhⅢ AS-3201 糖尿病合併症 大日本 アルドース還元酵素を強力に阻害することにより細胞 ・大日本住友製薬と

(05年3月) （錠） 治療剤 住友製薬 内のソルビトール蓄積を抑制し、糖尿病性神経障害を
改善する

共同開発（国内のみ）
・PhⅡb（07年9月）開始

PhⅡ
(08年2月)

PhⅡ
(07年9月) 

KRP-104 糖尿病治療剤 自社 DPPⅣ阻害剤。インスリン分泌ホルモンの分解を抑え

ることにより血糖低下作用を示す。副作用の発現が
少ない糖尿病治療が期待される

・海外PhⅡb開始
（09年11月）

※国内PhⅡb終了少ない糖尿病治療が期待される ※国内PhⅡb終了
（10年3月）

PhⅡ
(08年8月) 

KRP-108 気管支喘息
治療剤

スカイ
ファーマ社

ステロイド及び長時間作動型β作動薬の配合剤で利便
性やコンプライアンスに優れる

スカイファーマ社と
ライセンス契約(08年4月)
※国内PhⅡ終了

（10年4月）

（米国）
アボット：申請中
（09年3月）
※（欧州） （10年4月）※（欧州）
ムンディファーマ

：申請（10年3月）

その他の事項

・過活動膀胱治療剤「イミダフェナシン（一般名）」の口腔内崩壊錠 ：2009年12月 承認申請
・気道粘液調整・粘膜正常化剤「ムコダインDS50%」 ：2010年1月 承認取得

５

気道粘液調整 粘膜正常化剤 ム ダインDS50%」 ：2010年1月 承認取得



開発品一覧②（2010年5月11日現在）
POCプロジェクト（前臨床～PhⅠ）

開発段階 製品名・
開発コード

薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

※：前回（2010年3月期第3四半期）からの変更点を示す

※PhⅠ
準備中

PhⅠ
(07年7月) 

KRP-203 自己免疫疾患、
臓器移植

自社 S1P受容体アゴニスト。新規メカニズムを有する免疫

調整剤。既存の免疫抑制剤に比べて安全性が高く、
かつ優れた併用効果が期待される

ノバルティス社と
ライセンス契約(06年2月)

※PhⅠ準備中 KRP-110 ｵﾋﾟｵｲﾄﾞ誘発性
便秘

自社 選択性の高いμオピオイド受容体拮抗薬。オピオイド鎮

痛薬の鎮痛作用には影響することなく 副作用の便秘便秘
難治性掻痒

痛薬の鎮痛作用には影響することなく、副作用の便秘
を改善することが期待される。また、種々の掻痒モデル
において掻き行動の抑制作用が確認されており、難治
性掻痒の改善が期待される。

※塩酸アモロルフィンネイルラッカ 及びKRP 105については開発戦略上の観点から開発中止とし 開発品 覧から削除しました

導入品

※塩酸アモロルフィンネイルラッカー及びKRP-105については開発戦略上の観点から開発中止とし、開発品一覧から削除しました

※当決算期よりこれまでの開示基準を一部変更し、臨床入りを決定した開発候補品以降の化合物を開示することといたしました。
KRP-107、KRP-109につきましては開発は継続しますが、開発一覧より除きます

開発段階 製品名・
開発コード

薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

※ Ⅱ PhⅢ KRP 209 耳鳴 M 社 NMDA受容体拮抗作用及び チン作動性アセチル メルツ社とライセンス契約

導入品

※ＰｈⅡ
準備中

PhⅢ
（Merz社）

KRP-209 耳鳴 Merz社 NMDA受容体拮抗作用及びニコチン作動性アセチルコ

リン受容体拮抗作用を有し、耳鳴に伴う心理的な苦痛、
生活障害の改善が期待される

メルツ社とライセンス契約
(09年11月)
＊メルツ社：日本人を
対象とした米国でのPhⅠ
を終了（10年3月）

６



開発品一覧③（2010年5月11日現在）
導出品の状況

製品名・
開発コード

導出先・

共同研究先
開発段階 薬 効 起 源 備 考

※：前回（2010年3月期第3四半期）からの変更点を示す

開発コ ド 共同研究先

アルファガン/
アルファガンP

千寿製薬 国内PhⅢ
（07年7月）

緑内障治療薬 米国

アラガン社

・アラガン社より導入

（ガチフロキサシン点眼液のクロスライセンス）

・千寿製薬に導出（04年5月）

ケタス 米国

メディシノバ社

海外PhⅡ
（05年8月）

脳血管障害治療薬 自社 ・多発性硬化症の適応での日本、中国、

韓国、台湾を除く全世界における独占的

な開発、製造販売権を供与（04年10月）

08年4月 PhⅡの結果を公表

KCA-757 米国

メディシノバ社

海外PhⅢ
（気管支喘息：
06年11月）

海外PhⅡ/Ⅲ
（間質性膀胱炎

気管支喘息治療薬

間質性膀胱炎治療薬

自社 ・日本、中国、韓国、台湾を除く全世界に

おける独占的な開発、販売権を供与

・間質性膀胱炎：07年1月に結果を公表、
開発を中断

気管支喘息 海外PhⅢ 旦停止（間質性膀胱炎：
05年5月）

・気管支喘息：海外PhⅢ一旦停止

KRP-203 スイス
ノバルティス社

海外PhⅠ
（07年7月）

自己免疫疾患、
臓器移植

自社 ・移植用の免疫調整剤として、全世界の開発及び
販売権、自己免疫疾患及びその他の疾患用剤と
して、日本、中国、 韓国、台湾を除く全世界の
開発及び販売権（なお、炎症性腸疾患用剤と
しては、全世界の権利を留保している）を供与
（06年2月）

７



損益計算書の概要：連結－①

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社７社：杏林製薬（株） （株)杏文堂

キョーリン リメディオ（株）
ドクタープログラム（株） Kyorin USA,Inc.
Kyorin Europe GmbH ActivX Biosciences,Inc.

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ９０，８８９ 100.0% ９９，７６４ 100.0% 9.8% ８，８７４

新医薬品 ７５，６９０ 83.3% ８２，３９５ 82.6% 8.9% ６，７０５

＜当期のポイント＞ 対前年

■ 売 上 高 ９９,７６４百万円 （＋８,８７４百万円）

●国内新医薬品 ７９ ７６６百万円 （＋７ ８３１百万円）

持分法適用会社１社：日本理化学薬品（株)

国内 ７１，９３５ 79.1% ７９，７６６ 80.0% 10.9% ７，８３１

海外 ３，７５５ 4.1% ２，６２９ 2.6% ▲30.0% ▲１，１２６

後発医薬品 ６，２６４ 6.9% ８，６４２ 8.7% 37.9% ２，３７７

●国内新医薬品 ７９,７６６百万円 （＋７,８３１百万円）

０９.３実績 １０.３実績（億円）

・キプレス ２５２ → ２９２（＋４０）

・ペンタサ １５７ →  １９４（＋３７）

・ムコダイン ２０６ → ２０９（＋ ３）後発医薬品 ， ， ，

ヘルスケア ７，７２５ 8.5% ７，１５７ 7.2% ▲7.4% ▲５６８

その他 １，２０８ 1.3% １，５６９ 1.6% 29.9% ３６０

・ムコダイン ２０６ →  ２０９（＋ ３）

・ウリトス ２０ →    ３７（＋１７）

●海外新医薬品 ２,６２９百万円 （▲１,１２６百万円）

・ガチフロキサシン ２５ → ２２（▲ ３）ガチフロキサシン ２５ → ２２（▲ ３）

＊ザイマー ＄101MM⇒＄98MM ロイヤルティ収入の減少

（為替変動の影響等）

ＡｃｔｉｖＸ社の売上減少等

●後発医薬品 ８,６４２百万円 （＋２,３７７百万円）

＊追補品・重点商品等による売上増加

＊決算期の変更：連結対象期間１４ヵ月

●ヘルスケア ７,１５７百万円 （▲ ５６８百万円）

・ミルトン １８ → １９（＋ １）

・ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ社 ４１ → ３３（▲ ８）

＊決算期の変更：前年の連結対象期間１４ヵ月

●その他 １,５６９百万円 （＋ ３６０百万円）

８



損益計算書の概要：連結－②
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞ 対前年

０９年３月期 １０年３月期

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ９０，８８９ 100.0% ９９，７６４ 100.0% 9.8% ８，８７４

売上原価 ３６，７９１ 40.5% ３７，４７７ 37.6% 1.9% ６８６

売上総利益 ５４，０９８ 59.5% ６２，２８７ 62.4% 15.1% ８，１８８

◆原価率

低下要因：ペンタサ自社製造に伴い低下

（40.5%⇒37.6%）：前年比2.9ポイント低下

， ，

販売費及び

一般管理費

（うち研究費）

４５，１４６

(１０，５３１)

49.7%

11.6%

４９，０２５

(１１，８０７)

49.1%

11.8%

8.6% 

(12.1%)

３，８７８

（１，２７５）

営業利益 ８ ９５２ 9 8% １３ ２６１ 13 3% 48 1% ４ ３０９

◆研究開発費率：前年比0.2ポイント上昇

＊105億円⇒118億円（約13億円上昇）
（11.6%⇒11.8%）

◆販管費率（除R&D費）：前年比0 8ポイント低下営業利益 ８，９５２ 9.8% １３，２６１ 13.3% 48.1% ４，３０９

営業外収益

営業外費用
８０７

５５０

0.9%

0.6%

１，０９２

１２０

1.1%

0.1%

35.4%

▲78.2%

２８５

▲４３０

経常利益 ９，２０８ 10.1% １４，２３４ 14.3% 54.6% ５，０２６

（38.1%⇒37.3%）

◆販管費率（除R&D費）：前年比0.8ポイント低下

日清キョーリン製薬の統合などにより販管費(除R&D費）は
増加したものの、売上増加により販管費率（除R&D）は
0 8ポイント低下

＊346億円⇒372億円（約26億円増加）

経常利益 ９，２０８ 10.1% １４，２３４ 14.3% ，

特別利益

特別損失
２０３

４，５６４

0.2%

5.0%

４９

３０１

0.0%

0.3%

▲76.0%

▲93.4%

▲１５４

▲４，２６３

税金等調整前 ４，８４７ 5.3% １３，９８２ 14.0% 188.5% ９１３４

■営業利益

■当期純利益

◆営業利益率は13.3%と3.5ポイント上昇

133億円

88億円

0.8ポイント低下

当期純利益

法人税・住民税

及び事業税
２，７２７ 3.0% ５，５１８ 5.5% 102.3% ２，７９０

法人税等調整額 ８２ 0 1% ▲３８５ ▲0 4% － ▲４６７

■当期純利益

■配当

88億円

50円00銭

法人税等調整額 ８２ 0.1% ▲３８５ ▲0.4% ▲４６７

当期純利益 ２，０３７ 2.2% ８，８４８ 8.9% 334.3% ６，８１１

９



貸借対照表の概要：連結

（単位：百万円）

＜当期のポイント＞０９年３月期 １０年３月期

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減

■流動資産： １５，９２０百万円増
・現金、預金の増加 （7,970百万円増）

・受取手形、売掛金の増加 （1,244百万円増）

・棚卸資産の増加 （3,686百万円増）

流動資産 ７５，１４０ 60.3% ９１，０６０ 66.4% １５，９２０

現金および預金
受取手形及び売掛金
有価証券
棚卸資産

１２，２２３
３５，６１５

３，５００
１８ １８７

２０，１９３
３６，８５９

５，３５３
２１ ８７４

■固定資産： ３，２８２百万円減
・有形固定資産の減少 （1,296百万円減）

・無形固定資産の減少 （ 608百万円減）

・投資その他の減少 （1 378百万円減）

棚卸資産
その他流動資産

１８，１８７
５，６１３

２１，８７４
６，７７９

固定資産 ４９，４１２ 39.7% ４６，１２９ 33.6% ▲３，２８２

有形固定資産
無形固定資産

１７，１２２
１ ６３２

１５，８２５
１ ０２４ 投資その他の減少 （1,378百万円減）

■ 流動負債： ４，４８３百万円増

・支払手形及び買掛金の増加（1,600百万円増）

無形固定資産
投資その他

１，６３２
３０，６５７

１，０２４
２９，２７８

資産合計 １２４，５５２ 100.0% １３７，１９０ 100.0% １２，６３７

流動負債 ２１ ７１５ 17 4% ２６ １９８ 19 1% ４ ４８３
・その他流動負債の増加 （2,883百万円増）

■ 固定負債： ２５６百万円減

流動負債 ２１，７１５ 17.4% ２６，１９８ 19.1% ４，４８３

支払手形及び買掛金
その他流動負債

８，２５８
１３，４５６

９，８５８
１６，３４０

固定負債 ６，３３６ 5.1% ６，０７９ 4.4% ▲２５６

負債合計負債合計 ２８，０５１ 22.5% ３２，２７８ 23.5% ４，２２７

株主資本 ９７，５１３ 78.3% １０４，９０７ 76.5% ７，３９４

評価・換算差額等 ▲１，０１２ ▲0.8% ３ 0.0% １，０１５

純資産合計 ９６，５０１ 77.5% １０４，９１１ 76.5% ８，４１０

負債及び純資産合計 １２４，５５２ 100.0% １３７，１９０ 100.0% １２，６３７

１０



研究開発費・設備投資･減価償却費の状況＜連結＞

０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期 １０年３月期 １１年３月期

（予想）実 績 増減比

（単位：百万円）

（予想）実 績 増減比

研究開発費 １０，１０７ ８，６０９ １０，８２６ １０，５３１ １１，８０７ １２．１% １３，４００

設備投資 ４，６０５ ２，９５４ １，９５２ １，６１２ １，２９１ ▲１９．９% １，７００

減価償却費 ３，６４６ ４，５４４ ４，５３６ ３，７９９ ２，８１０ ▲２６．０% ２，６００

＜設備投資の状況（実績／予想）＞

（実績） １０年３月期実績 １１年３月期予想

工場設備 ７億円

管理・販売設備 ２億円

研究用設備 ４億円

（予想）（予想）

工場設備 ８億円

管理・販売設備 ５億円

研究用設備 ４億円研究用設備 ４億円

１１



主要製品売上の状況

０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期
１０年３月期 １１年３月期

（予想）実 績 前 同 比

キプレス

（単位：億円）

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤） １３４ １５０ １９１ ２５２ ２９２ １５．９% ３１４

ムコダイン
（去痰剤） １９９ ２０４ ２１２ ２０６ ２０９ １.５% ２１４

ペンタサ

国
内
新ペンタサ

（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤） ７３ ８０ ８８ １５７ １９４ ２３．９% ２０１

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤） ６３ ５８ ５４ ５０ ４６ ▲７．２% ４０

ウリトス（自社販売）

新
医
薬
品

ウリトス（自社販売）
（過活動膀胱治療剤）

－ － ７ ２０ ３７ ８８．６% ５１

アプレース
（抗潰瘍剤） ２４ ２０ １８ １５ １4 ▲９．３% １１

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤） ２２ １９ １８ １５ １４ ▲９．１% １２

＊

海外売上合計 ８６ ５８ ４３ ３８ ２６ ▲３０．０％ １８海
外

ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

６７ ３２ ３０ ２５ ２２ ▲１０.４% １３

海外売上比率 11.6% 7.5% 5.4% 4.1% 2.6% ― １.8%

外
新
医
薬
品

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤） ２１ ２１ １９ １８ １９ ２．６% ２１

ヘ
ル
ス
ケ
ア １２



主な業績項目の推移：連結
（単位：

百万円）
０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期 １０年３月期

１１年３月期（予想）

売上高

（輸出高）

７４，０５４

（８,５７５）

７７，０９３

（５,７６２）

８１，０７０

（４,３６７）

９０，８８９

（３,８３０）

９９，７６４

（２,６９３）

１００，３００

（１,８００）

売上原価売上原価

（売上原価率）％

２６，５１５

(35.8%)

３０，６２０

(39.7%)

３１，７５７

(39.2%)

３６，７９１

(40.5%)

３７，４７７

(37.6%) ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

３８，５４９

(52.1%)

３８，０５９

(49.4%)

４３，０６１

(53.1%)

４５，１４６

(49.7%)

４９，０２５

(49.1%) ―
うち研究開発費 １０ １０７ ８ ６０９ １０ ８２６ １０ ５３１ １１ ８０７ １３ ４００うち研究開発費

（研究開発費率）％

１０，１０７

(13.6%)

８，６０９

(11.2%)

１０，８２６

(13.4%)

１０，５３１

(11.6%)

１１，８０７

(11.8%)

１３，４００

(13.4%)

営業利益

（営業利益率）％

８，９８９

(12.1%)

８，４１３

(10.9%)

６，２５１

(7.7%)

８，９５２

(9.8%)

１３，２６１

(13.3%)

１２，７００

(12.7%)

経常利益 ９，４６５ ８，６５５ ６，６４３ ９，２０８ １４，２３４ １３，４００

（経常利益率）％ （12.8%) （11.2%) （8.2%) （10.1%) （14.3%) (13.4%)

当期純利益

（当期純利益率）％

５，２２８

（7.1%)

４，８４２

（6.3%)

２，１８９

（2.7%)

２，０３７

（2.2%)

８，８４８

（8.9%)

８，５００

(8.5%)

一株当たり当期利益(円) ６９．７４円 ６４．９７円 ２９．２６円 ２７．２４円 １１８．３７円 １１３．７２円

資本金 ４，３１７ ７００ ７００ ７００ ７００

総資産 １２１，０４４ １２４,０３９ １２２,３９８ １２４,５５２ １３７，１９０

株主資本 ９４，７５２ ９６,９２２ ９６,４０１ ９７,５１３ １０４，９０７

純資産 － ９８,１７８ ９７,１８４ ９６,５０１ １０４，９１１

一株当たり純資産（円） １,２７５．１５円 １,３１１.１７円 １，２９８．８９円 １，２９０．６７円 １，４０３．６０円

自己資本利益率 ％ ５．６％ ５．０％ ２．２％ ２．１％ ８．８％

自己資本比率 ％ ７８．３％ ７９．２％ ７９．４％ ７７．５％ ７６．５％

人員（人） １ ８２３人 １ ９３２人 ２ ００３人 ２ ２４７人 ２ ２４６人人員（人） １，８２３人 １,９３２人 ２,００３人 ２,２４７人 ２,２４６人

設備投資 ４,６０５ ２，９５４ １，９５２ １，６１２ １，２９１ １,７００

減価償却費 ３,６４６ ４，５４４ ４，５３６ ３，７９９ ２，８１０ ２，６００

＊０６年３月期業績までは杏林製薬（株）の連結数値、０７年３月期以降の業績及び１１年３月期予想は（株）キョーリンの連結数値を示す １３



損益計算書の概要：杏林製薬単体－①

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期
＜当期のポイント＞ 対前年

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ７７，９６２ 100.0% ８５，３０８ 100.0% 9.4% ７，３４６

新医薬品 ７５，０８３ 96.3% ８２，３３０ 96.5% 9.7% ７，２４６

＜当期 ポイン ＞ 対前年

■ 売 上 高 ８５,３０８百万円 （＋７,３４６百万円）

●国内新医薬品 ７９,７６６百万円 （＋７,８３１百万円）

０９.３実績 １０.３実績（億円）

・キプレス ２５２ → ２９２（＋４０）

国内 ７１，９３５ 92.3% ７９，７６６ 93.5% 10.9% ７，８３１

海外 ３，１４８ 4.0% ２，５６３ 3.0% ▲18.6% ▲５８４

後発医薬品 ２５１ 0.3% ３９４ 0.5% 57.１% １４３

キプレス ２５２ ２９２（＋４０）

・ムコダイン ２０６ → ２０９（＋ ３）

・ペンタサ １５７ → １９４（＋３７）

・ウリトス ２０ → ３７（＋１７）

ヘルスケア ２，６２７ 3.4% ２，５８３ 3.0% ▲1.7% ▲４３
●海外新医薬品 ２,５６３百万円 （▲５８４百万円）

・ガチフロキサシン ２５ → ２２（▲ ３）

＊ザイマー ＄101MM⇒＄98MM ロイヤルティ収入の減少

（為替変動の影響等）

●後発医薬品 ３９４百万円 （＋ １４３百万円）

●ヘルスケア ２ ５８３百万円 （▲ ４３百万円）●ヘルスケア ２,５８３百万円 （▲ ４３百万円）

・ミルトン １８ → １９（＋ １）

１４



損益計算書の概要：杏林製薬単体－②

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

＜当期のポイント＞ 対前年

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ７７，９６２ 100.0% ８５，３０８ 100.0% 9.4% ７，３４６

売上原価 ２９，５５１ 37.9% ２８，３７４ 33.3% ▲4.0% ▲１，１７６

◆原価率

低下要因：ペンタサ自社製造等に伴い低下

（37.9%⇒33.3%）：前年比4.6ポイント減少

売上総利益 ４８，４１１ 62.1% ５６，９３４ 66.7% 17.6% ８，５２３

販売費及び一般管理費

（うち研究費）
３９，８９４

(１０，０５６)

51.2%

12.9%

４３，７９５

(１１，１２１)

51.3%

（13.0%）

9.8%
（10.6%）

３，９００

（１，０６４）

営業利益 ８ ５１７ 10 9% １３ １３９ 15 4% 54 3% ４ ６２２

◆研究開発費率：前年比0.1ポイント増加

＊101億円⇒111億円（約10億円増加）
（12.9%⇒13.0%）

◆販管費率（除R&D費）：横ばい営業利益 ８，５１７ 10.9% １３，１３９ 15.4% 54.3% ４，６２２

営業外収益

営業外費用
９９８

５２

1.3%

0.1%

１，４９７

５６

1.8%

0.1%

50.0%

8.１%

４９９

４

経常利益 ９，４６３ 12.1% １４，５８０ 17.1% 54.1% ５，１１７
■営業利益 131億円

（38.3%⇒38.3%）

◆販管費率（除R&D費）：横ばい

日清キョーリン製薬の統合等
＊298億円⇒327億円（約29億円増加）

経常利益 ， ， ，

特別利益

特別損失
１７６

２，８２３

0.2%

3.6%

３７

１１２

0.0%

0.1%

▲78.5%

▲96.0%

▲１３８

▲２，７１１

税引前当期純利益 ６，８１６ 8.7% １４，５０６ 17.0% 112.8% ７，６９０

■営業利益

■当期純利益

◆営業利益率は15.4%と4.5ポイント上昇

131億円

95億円

法人税・住民税

及び事業税
２，６１７ 3.3% ５，４５２ 6.4% 108.4% ２，８３５

法人税等調整額 １５７ 0.2% ▲４１９ ▲0.5% － ▲５７６

当期純利益 ４ ０４１ 5 2% ９ ４７２ 11 1% 134 4% ５ ４３０当期純利益 ４，０４１ 5.2% ９，４７２ 11.1% 134.4% ５，４３０

１５



貸借対照表の概要：杏林製薬単体

＜当期のポイント＞

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減
■流動資産： １３ ５９９百万円増

流動資産 ６４，８２２ 59.7% ７８，４２２ 65.4% １３，５９９

現金および預金
売掛金
有価証券
棚卸資産

８，６１５
３２，０１８

３，４３７
１５ ６８４

１５，３１３
３３，０８８

５，２９０
１９ １４７

■流動資産： １３，５９９百万円増

・現金及び預金の増加 （６,６９８百万円増）

・売掛金の増加 （１,０７０百万円増）

・棚卸資産の増加 （３,４６３百万円増）

棚卸資産
その他流動資産

１５，６８４
５，０６６

１９，１４７
５，５８１

固定資産 ４３，６９９ 40.3% ４１，４００ 34.6% ▲２，２９９

有形固定資産
無形固定資産

１３，７８９
４８６

１２，８４７
３２８

■固定資産： ２，２９９百万円減

・有形固定資産の減少 （ ９４２百万円減）

・無形固定資産の減少 （ １５８百万円減）

・投資その他の減少 （１,１９８百万円減）無形固定資産
投資その他

４８６
２９，４２３

３２８
２８，２２５

資産合計 １０８，５２２ 100.0% １１９，８２２ 100.0% １１，３００

流動負債 １４ ５９３ 13 5% １９ ００３ 15 9% ４ ４１０ ■ 流動負債： ４ ４１０百万円増流動負債 １４，５９３ 13.5% １９，００３ 15.9% ４，４１０

支払手形及び買掛金
その他流動負債

５，４２３
９，１７０

６，８４９
１２，１５４

固定負債 ５，４５７ 5.0% ５，３１２ 4.4% ▲１４４

負債合計

■ 流動負債： ４,４１０百万円増

・支払手形及び買掛金の増加

（１,４２６百万円増）

・その他流動負債の増加 （２,９８４百万円増）

負債合計 ２０，０５１ 18.5% ２４，３１６ 20.3% ４，２６５

株主資本 ８９，３２８ 82.3% ９５，３８４ 79.6% ６，０５６

評価・換算差額等 ▲８５７ ▲0.8% １２０ 0.1% ９７８

純資産合計 ８８，４７０ 81.5% ９５，５０５ 79.7% ７，０３４

■ 固定負債： １４４百万円減少

負債及び純資産合計 １０８，５２２ 100.0% １１９，８２２ 100.0% １１，３００

１６



主な業績項目の推移：杏林製薬単体
（単位：百万円）

０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期 １０年３月期 １１年３月期

（予想）

売上高

（輸出高）

６７，３５７

（８ ３３１）

６６，０５２

（５ ５２１）

７０，４８０

（４ １５５）

７７，９６２

（３ １４８）

８５，３０８

（２ ５６３）

８７，３００

（１ ６００）（輸出高） （８,３３１） （５,５２１） （４,１５５） （３,１４８） （２，５６３） （１,６００）

売上原価

（売上原価率）％

２１，８２１

(32.4%)

２３，８１５

(36.1%)

２５，２１７

(35.8%)

２９，５５１

(37.9%)

２８，３７４

(33.3%) ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

３６，７６２

(54 6%)

３４，６２３

(52 4%)

３８，３１９

(54 4%)

３９，８９４

(51 2%)

４３，７９５

(51 3%) ―（販管費率）％ (54.6%) (52.4%) (54.4%) (51.2%) (51.3%)

うち研究開発費

（研究開発費率）％

１０，０１３

(14.9%)

８，２１６

(12.4%)

９，９５９

(14.1%)

１０，０５６

(12.9%)

１１，１２１

(13.0%)

１２，６００

(14.4%)

営業利益

（営業利益率）％

８，７７３

(13.0%)

７，６１３

(11.5%)

６，９４２

(9.8%)

８，５１７

(10.9%)

１３，１３９

(15.4%)

１２，３００

(14.1%)

経常利益

（経常利益率）％

８，３７７

（12.4%)

７，６１５

（11.5%)

７，３２８

（10.4%)

９，４６３

（12.1%)

１４，５８０

（17.1%)

１３，３００

(15.2%)

当期純利益

（当期純利益率）％

４，７７１

（7.0%)

４，６９７

（7.1%)

３，７７６

（5.4%)

４，０４１

（5.2%)

９，４７２

（11.1%)

８，４００

(9.6%)

一株当たり当期利益（円） ６３．６４円 ６３．２５円 ５０．８５円 ５４．４２円 １２７．５４円

資本金 ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７

総資産 １１１,９７８ １０６,０４２ １０４,９１０ １０８,５２２ １１９，８２２

株主資本 ９２,５２５ ８５,７０６ ８６,１４０ ８９,３２８ ９５，３８４

純資産 － ８６,７９７ ８６,７９２ ８８,４７０ ９５，５０５

一株当たり純資産（円） １，２４５．２２円 １，１６８．７１円 １，１６８．６３円 １，１９１．２４円 １，２８５．９５円

自己資本利益率 ％ ５．３％ ５．２％ ４．４％ ４．６％ １０．３％

自己資本比率 ％ ８２ ６％ ８１ ９％ ８２ ７％ ８１ ５％ ７９ ７％自己資本比率 ％ ８２．６％ ８１．９％ ８２．７％ ８１．５％ ７９．７％

人員（人） １,５０２人 １,４８８人 １,５１７人 １,７１６人 １,７２４人

設備投資 ４，４５５ １，３２２ １，３５０ ９６９ １，０５１ １，２００

減価償却費 ３，３０７ ３，９９７ ３，８４４ ３，０４２ ２，１９８ ２，０００ １７


